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平成2４年６月１日発行
北九州市立折尾西小学校だより３

き ず な
校長 藏 内 保 明

しつけのしつけのしつけのしつけの３３３３原則原則原則原則

１１１１、、、、名前名前名前名前をををを呼呼呼呼ばれたらばれたらばれたらばれたら、、、、「「「「はいはいはいはい」」」」とととと返事返事返事返事をするをするをするをする。。。。
２２２２、、、、くつをくつをくつをくつを脱脱脱脱いだらいだらいだらいだら、、、、そろえるそろえるそろえるそろえる。。。。
３３３３、、、、席席席席をををを立立立立ったらったらったらったら、、、、いすをいすをいすをいすを入入入入れるれるれるれる。。。。
「しつけの３原則」、この言葉をどこかでお耳に

された方もいらっしゃるかもしれません。
３つはとてもシンプルなことですが、教育の基

本を言い表しているように思います。
「名前を呼ばれたら、『はい』と返事をする」、

これは、応答するということ、コミュニケーショ
ンの出発点です。お互いの存在を認め合うことに
つながります。
「くつを脱いだら、そろえる」「席を立ったら、

いすを入れる」、これらは、自分の立ち居振る舞い
に責任をもつということ。自分にとっての利害だ
けでなく、周囲にも気を配ることの大切さを教え
ている言葉だと思います。
翻って、これらの言葉は、どんなことにおいて

も、物事の基礎・基本をしっかりと身につけるこ
との大切さを教えてくれます。
この言葉は、森信三という教育学者が提唱され

たものです。森信三先生は、明治生まれで、その
後京都大学哲学科に入学し、西田幾多郎先生に師
事し、卒業後、天王寺師範学校、神戸大学教育学
部などで教鞭をとられました。
折尾西小学校でも、この森信三先生の基礎・基

本を大切にする考え方に学びながら、「ありがとう」
と周囲の人に感謝される行動の取れる子ども、素
直に「ありがとう」と感謝の言葉を言える子ども
を育てていくことを目指していきます。

折尾西小の目指す子ども像
進んで学び、よく考える子 （知）
明るく素直で、仲良くする子（徳）
体をきたえ、進んで働く子 （体）

ありがとう 言われていますか 言えますか

最後まで頑張り抜いた運動会

５月２７日、五月晴れの好天の下、３年ぶりに
予定通り運動会を実施することができました。ど
の学年も、競争遊技、徒競走、ダンスなど、どの
種目にも精一杯力を発揮してくれました。特に、
小学校生活最後の運動会となる６年生は、５年生
と一体となって組体操・綱引き・騎馬戦など、力
強く美しい演技を見せてくれました。紅白の得点
差はつきましたが、「最後まであきらめないでがん
ばる」という児童会で話し合って決めためあてを
立派にやり遂げてくれました。暑い中、閉会式で
のきびきびした態度にも、そのことがよく表れて
いました。短期間の練習でしたが、子どもたちの
成長と頑張る姿に、たくさんの感動をもらいまし
た。この運動会を支えていただいた、保護者・地
域の皆様の温かいご声援と準備や後片付けのご協
力にも、心からお礼申し上げます。

土曜日授業について
先日、北九州市教育委員会の通知とともにお知

らせした土曜日授業実施について、本校の本年度
の見通しについてご連絡します。本年度は、年度
途中に実施方針が示されたため、２学期に１回、
３学期に１回、それぞれ土曜日授業を実施したい
と考えています。日時や内容等については現在調
整中のため、１学期末までに決定し次第ご連絡い
たします。よろしくお願いいたします。

６月の学校行事予定
１日（金）避難訓練
４日（月）登校指導 あいさつ運動

情報教育
５日（火）折西タイム 安全パトロール
６日（水）歯科検診
７日（木）内科健診（４・５・６年）

委員会活動
８日（金）プール清掃

１１日（月）スクールカウンセラー来校
１２日（火）折西タイム 音楽鑑賞会

安全パトロール
１３日（水）学習参観・懇談会 全体パトロール
１４日（木）１年生交通安全教室 代表委員会
１５日（金）プール開き（６年） 会計振替日
１９日（火）折西タイム 社会見学（４年）

安全パトロール
２１日（木）眼科検診（１年、対象者）

クラブ活動
２２日（金）情報教育
２３日（土）ノーテレビ ノーゲーム 読書の日
２５日（月）社会見学（５年）
２６日（火）折西タイム 会計再振替日

安全パトロール
２７日（水）耳鼻科検診
２８日（木）訪問コンサート（４年）

クラブ活動

登下校時や水泳授業時の
安全について

全国で、登下校時における大変痛ましい事故が
続いています。いずれも運転者の過失によるもの
です。「自分の身は、自分で守る」を合い言葉に、
道を歩くときは注意を集中するように指導してい
ます。また、水泳の授業も始まります。６月中旬
からは、梅雨の時期にも入ります。早寝早起きな
どの体調管理も含めて、安全や健康について、ご
家庭でも話題にされてください。


